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取扱説明書

I トッププレ ー ト幅60cmタイプ I 形名 I
Ill CS-G318M 

剛 CS-G318MS

剛 CS-G318MSR
（レンジフー ド連動機能あり）

圃 CS-G321 M 

■ CS-G321 MS

圏 CS-G321 MSR
（レンジフー ド連動機能あり）

I トッププレ ー ト幅ワイドタイプ I 

•ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みになり、
正しく安全にお使いください。

●保証書は「お買上げ日 ・ 販売店名」などの記入を確かめて、
販売店からお受け取りください。

• 「取扱説明書」と「保証書」 は大切に保存してください。
•お客様ご自身で は据付けないでください。

（安全や機能の確保ができません）

この製品は、日本国内用に設計されていますので、国外では
使用できません。また、アフターサービスもできません。
Th is app l iance is des igned for use in 」apan only and cannot
be used in any other country.
No serv ic ing is ava ilable outs ide of Japan.

当社専用天ぷら鍋は付属していません。揚げ物をするときは、当社
専用天ぷら鍋（別売部品）をお買上げの販売店でお買い求めください。
品番：CS-T22

三菱電機のウェブサイトで「製品登録」いただくと、製品に関する
お役立ち情報をメ ールやウェブサイトでご紹介します。

I 三菱電機製品登録 且玉困曇］
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■ 安全のために必ずお守りください
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、次の表示で区分して説明しています。

△警告
誤った取扱いをしたときに、死亡や重傷などに
結びつく可能性があるもの

■図記号の意味は次のとおりです。。 禁止 1® 接触禁止

△注意
誤った取扱いをしたときに、軽傷または
家屋・家財などの損害に結びつくもの

®水かけ禁止 。解禁止
◎：言 ＇

＆警告
揚げ物調理について

揚げ物をするときは、次のことを守らないと、油は炎がなくても発火のおそれがあります。 93四可汀”’

△警告

o•芸旱｛論噛寄0ml)

こ戸：醤gの

•揚け物調理中は、そばを離れない

o•:;;;:門;��；;�デ
溢誓誓竺人下の℃3
ものを使う）

※当社専用天ぷら鍋は付属していません。
担げ物をするときは、当社専用天ぷら鍋
（別売部品）をお買上げの販売店でお買い求め
ください。
「別売部品を購入するとき」＇t出漕

・鍋は加熱部の中央に置く
※汚れ防止カハ ーは使用しない

●|Hヒーターの揚げ物ボタン劃燻を使う
※中央ヒ ーターを使うと油温度調節機能が

はたらかず、｝臼の温度が上がりすぎることが
あるため使用しない

®屯芸で言孟猛猛霊は

鍋に触れない
接触禁止 高温のためにやけどの原因

※高温注意ランプが消えてもすぐには触らない
（トッププレート高温注意ランプ曇悶胴＇

® •：炉り巴疇宝 霜

水かけ禁止

® •包□ ．誓．滉墨彗と
ない

修理はお買上げの販売店または
分解禁止 「三菱電機ご相談窓ロ ・ 修理窓口」にご相談ください。

o •
鍔喜忘

焼き物をするときは、次のことを

•そばを離れない
・加熱しすぎない（予熱の火力は弱めにする）

少量の油を使うため、油温が急激に上がり
発煙•発火の原因

o •
竺••塁？烹琴だちに使用を中止する

※下記のような場合は、ただちに使用をやめ、
専用回路のブレーカーを切って修理を依頼する

［異常 ・ 故障例］
•こげくさいにおいがする
•触れるとビリビリ電気を感じる
•トッププレートにひびが発生した
•その他の異常、故障がある

国言言□三汁物には汗意する h···!- 」 n
やけど・けがの原因

●使用後は、電源を切る
火災の原因
※長期不在のときは、ブレーカーを切る
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o •芦零、噌燐溢需ば窃塩
感電・けが・やけどの原因
※使用後は、触れたり当たらないように

グリル扉を閉める
●排気口やすき問に、ピンや針金などの

金属類や異物、指を入れない
火災・感電・けがの原因

●可燃物を近づけない
火災・感電・けがの原因
※新聞·雑誌・ふきんなど燃えやすいものを

トッププレートの上や排気口の上に置かない
●鍋などの下に紙や各種汚れ防止カバーなどを

敷いて使用しない
熱で紙などが焦げたり、安心機能が正しく
はたらかず、発煙•発火の原因
※各種汚れ防止カバーとは、 トッププレートと

鍋やフライパンなどの間に敷き、
トッププレートの汚れを防ぐために使うもの

•中央ヒ ーターの上に、鍋・別売部品の
焼きあみ以外の物を謳かない
火災の原因

o •品、立召1レ
ートの上に、次のようなものを

（例）缶詰·湯たんぽ・アルミホイル・
アルミ製ントルトパック ・ アルミ製容器・
ボンベおよびカセットコンロや
その他の電気製吊

加熱した場合、容器が赤熱したり、
火災 ・ 爆発 ・ や［プどなどの原因

•トッププレートに衝撃を加えない
万ーひびが入ったり割れた場合、そのまま使うと
過熱や異常動作・感電・Itがの原因
※このような場合は、ただちに使用をやめ、

専用回路のブレーカーを切って修理を依頼寸る

［只言言t9ば
゜

しないでください。
また、傷が付くと割れの原因になります。 ］ 

●無水調理用鍋など気密性が高い鍋の
フタを温まった状態のまま
トッププレートに置かない こニーご＞
フタが密着し取れなくなったり、 取っ手を上にして
トッププレー トが割れるおそれあり 目かなし＼
感電 ・ けがの原因

△注意
ー→ 揚げ物調理について I-゜ •他の器具（ガスコンロなど）であらかじめ 0 ●揚げ物調理中は、飛び散る油に注意する

加熱した油を使用しない 油が飛び散ってやけどの原因
油温度調節機能がはたらかず、異常加熱し ※油の飛び散りは材料の下ごしらえなどで
火災の原因 油に注意 少なくできる

●揚け物調理中は中央ヒーターを使わない
（油の飛び散りを少なくするために、I-魯冒り）

揚げ物調理中に飛び散った泊が、通電中の ◎ ●油煙が多く出たら電源を切る
中央ヒ ーターに付くと発火し、火災の原因 油が高氾になっているため続けて加熱すると

発火し、火災の原丙
電源を切る゜ •IHヒーター・中央ヒ ーターの上に、 ゜ •火気を近づけない

下記のものを置いたまま通電しない 感電 ・ 漏電の原因
・排気カバー

•本体前方に物を置かない・グリル受け皿 火災の原因•スプーンなどの金属製l」＼物
加熱してやけどの原因 •中央ヒ ーターの上に、直接食材をのせて

●鍋を不安定な状態で使用しない 焼かない
トッププレー パのふちにのり上げた状態で使うと、 発火 ・ 異常動作の原因
本体損傷や落下などにより、けが·やけどの原因 ◎ ●医療用ペースメ ーカーをお使いの方が、

●調理以外の目的で使用しない 本製品をご使用される場合は、
火災の原因 医療用ペースメ ーカーの取扱説明書および

●排気口をふさいだり、排気口付近に手や顔・
医師と相談 担当医師の指示に従う

鍋の取っ手を近づけない 本製品の動作がペースメ ーカーに影詈を与える
キッチンや本体内部が過熱して、火災・やけどの原因 ことがある

●操作部や火カランプの上に、 ◎ •お手入れは冷えてから行う
高温の鍋などを謳かない やけどの原因
熱により操作部が溶けて穴があくと、
涸電・感電の原因

●空だきをしたり、加熱しすぎない
鍋の温度が上がり、やけどや調理物の発火の原因
鍋の反り ・ 変形の原因
トッププレート破損による［プがの原因
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■ 安全のために必ずお守りください（つづき） ■ ご使用前の準備
〇グリル調理について 、 •

ノ

△注意

お客様ご自身では据付けない（安全や機能の確保ができません）
•二菱IHクッキングヒ ータ ーの据付けは、販売后が「電気設備に関する技術基準」および「内線規程」に基づき

実施しております。オ居付け完了後、据付説明書12ページの事項をお客様ご自身でご確認ください。
●販売店が試運転を行う際は、立ち会ってください。運転手順、安全を確保するための正しい

使いかたについて、販売后から説明を受けてください。

o•日瓢四雪！れない

●必要以上に加熱しない
加熱し寸ぎると発火の原因

●扉を引き出したときに、上から強い力を
加えない
扉や受け皿が落下してけがの原因

•グリル用のI」1石などは使わない
発煙•発火・やけどの原因

●排気カバーの上にものを謳かない
取っ手が熱くなり、やけどの原因

●調理中、扉を開けたままにしない
ワークトップやグリル周辺部分の温度が
上がり、熱による変形・変色、やけどの原因

二／ワークトップ

「一I I
→

|
l 

•調理物などをヒーターに付けない
発煙•発火の原因

•おもちはグリルで焼かない
ふくらんだとき、ヒータ ーについて
発煙•発火の原因
（おもちの焼きかた＂濯璽9)

●扉（ガラス窓）に水をかけない
ガラスが割れて、けがの原因

●耐熱性のない容器やシリコン容器、
樹脂容器などを加熱しない
発煙•発火・火災の原因

®宝雫翌塩醤醤分に触れない
高湿のためにやけどの原因

接触禁止 ※高氾注意ランプが消えてもすぐには触らない
（グリル高温注意ランプ配四躙）

o •翌塁讐lを使用する

調理物が発煙•発火した場合は
すぐに電源を切り、次の手順で
消火する
〇電源を切る
〇排気カバー全体を

ぬれたタオルでふさぐ
※このとき扉の周囲から煙が出ます。

●炎が消えるまで扉を引き出さない
空気が入り、炎が大きくなります。

o •:]詈麗認誌喜昇‘を
お手入れする 受け皿などに調理くずや油分が残ったまま

調理すると発煙•発火の原因
※受けIIIlにアルミホイルをセットすると

お手入れが簡単です。
（アルミホイルのセットのしかた’'名喜9)

■ ご使用上のお願い

•トッププレートの上で、IHジャー炊飯器など
電磁誘導加熱の詞理機器を使わないでください。
磁力線により木製品が故障する原因

二：
n一日

●使用中は磁力線が出ているため、下記のような
磁気に弱いものは近づけないでください。
• ICカー ド、キャッシコカー ド類などの記録が消える原因
・ラジオ、テレビ、補聴器などの受信障害、雑音や音が

小さくなる原因

←`こ
□—

●市販のIHヒーター用感熱プレート※は使わないで
ください。
木体故障の原因
※鉄などでできた板状のもので、旧ヒータ ーに

直接のせて加熱する。その熱を利用して、
旧ヒ ーターでは使えない素材の鍋を加熱するもの

●鍋底・トッププレートに付いた汚れや異物は
落としてから調理してください。
トッププレートが汚れる原丙
汚れや異物などが付いたまま調理すると、鍋底と
トッププレート（ガラス南）がくつつき、割れの原因

•トッププレートにのせる重さは、鍋の重さを含めて
ヒーター 1口あたり15kgまでにしてください。

●害虫（ゴキブリ）などが製品内に侵入すると、
故障の原因になります。
適切な環境下でご使用ください。

●排気□などに液体が入った場合、故障の原因にな
ることがあります。
多量に入ってしまったり、または本体が動作しなく
なった場合、お買上げの販売店または
「三菱電機修理窓口」にご相談ください。H還冒9

●多量に吹きこぼした場合、キャビネット
（本体下側）に吹きこぼしたものがたれることが
あります。この場合、本体とキャビネットの
お手入れをしてください。

•グリル受け皿に水は入れないでください。
庫内に水がこぼれた場合、本体内部に水が入って
本体故障の原因

•キャビネット（本体下側）に調味料・食材などを
置かないでください。
熱による変質の原因

～ーー·ニー一→一＼

●調理するとき、鍋やフライパン同士が
触れないようにしてください。
異音の原因

●操作部などに調理物が吹きこぼれた場合などは
ふき取ってください。
本体故障の原因

●調理中は、そばを離れないでください。
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■知っておいていただきたいこと
•こ の取扱説明書は、「レンジフ ー ド（換気扇）」を「レンジフ ー ド」と略して記載しています。
•取扱説明書中のイラストや写真はイメ ージのため、実物と異なる場合があります。

■各部のなまえとはたらき

※CS-G318MSRで説明しています。
排気カバー

＇グリルあみ

〇水洗いをする
●ナイロンたわしなどの硬いも のは使わない

（グリルあみ表面を傷つける原因）
●研磨材入りの洗剤は使わない

（グリルあみ表而を傷つける原因）

〇キッチンペーパーなどで水分をよくふき取るか、自然乾燥する

〇キッチンペーパーや、やわらかい布でサラダ油などを
グリルあみ全体に薄く塗る

厩＇ 一
■温度過昇防止機能

鍋底やグリル庫内が裔温になりすぎないように、
自動で火力をコントロールします。
温度が下がると自動でまた加熱し始めます。
※特に予熱中や、炒め物 中にはたらくことが

あります。

■切り忘れ防止機能

調理中にヒーターを切り忘れても、最後の操作から
約45分でブザーが鳴り、自動でヒ ーターが切れます。
※各ヒ ータ ー ごとに、はたらきます。
※グリル（手動）は加熱がスタ ートしてから約20分後、

3kWは 約10分後 。

■l」＼物検知機能

旧ヒ ーターにスプーン ・ ナイフなどの金属l」＼物が
置かれても、検知して加熱しません。

■空焼き自動停止機能

旧ヒ ーターで温度が上がりすぎたときに、 加熱を
停止します。「U1 」が表示しますが、故障では
ありません。

キッチンペーパー

または
やわらかい布

oo 

■鍋なし自動停止機能

IHヒーターに鍋を置かなかったり、外したままに
すると、約1分後に自動で旧ヒーターが切れます。
また、 使えない鍋をご使用の場合にも、
鍋なし自動停止機能がはたらきます。

■高温注意ランプ

ヒーターまたはグリル使用中（加熱を始めると
すぐ点灯）、熱い間はランプが点灯して高温注意を
お知らせします。
※電源を切った後 も、熱い間は点灯して

お知らせします。

■ロック
•チャイルドロック

すべてのヒーターが使えないようにロックします。
•ヒ ータ ー ロック

中央ヒーターだけを使えないようにロックします。

鍋位置マー ワ(7カ所）
自の不自由な方のため1―

設けています。
（鍋を置く目

扉

取

グリルあみ

受け皿

左旧ヒ ータ ー

---
中央ヒ ータ ー

右旧ヒ ーター

トッププレー ト

外枠

操作部 1還冒璽

送信部(3カ所）
レンジフ ー ドヘ赤外線信号を
送信します。
※レンジフ ー ド連動機能がある

機種のみ

当社ホ ームペ ー ジもご活用ください。

◎“チコ晶 「弊社製品を安全・上手にお使いいただくためにJ
h廿ps://www.m itsub ishielectr ic.eo.jp/use/seih in/ihcook ing/ 
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据付説明書…………………1部
保証書・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．··1部

※当社専用天ぷら鍋は付属していません。
揚げ吻をするときは、当社専用天ぷら鍋（別売部品）を
お翼上げの販売店でお買い求め ください。
「別売部品を購入するとき」＇中、 5,9
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